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プラマックの環境活動



１．会社概要
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１）事業者名
　　　プラマック株式会社

２）代表者名
　　　取締役社長　　小島洋一郎
　　　取締役　　石川顕

３)環境に関する代表者
　　　当社社長は小島プレス工業㈱を筆頭にグループ企業を
　　　統括しており、当社の事業運営全体を石川取締役に委任
　　　しています。よって、環境経営に関する代表者は、社長から
　　　全権を委譲されている石川取締役が行っています。

４）環境管理責任者
　　　総務部　　　浅井宏行　　　
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５）所在地

本社　中山工場　

愛知県豊田市西中山町又吉洞８－５５

南工場

愛知県豊田市西中山町向イ原４５－１

６）事業の規模

売上高 ６８億円（2011年度実績）
従業員数 ２３８名（2012年４月1日現在）
建物面積 本社・中山工場　　　７，０３２㎡

南工場　　　　　　　　５，４４５㎡　　　　　　　



７）事業内容
産業分類：自動車用プラスチック製品製造

　　当社は自動車用の樹脂製品の製造・販売を主な事業と
　しており下記の製品を製造・販売しております。

本社・中山工場

南工場

コンソールドアパッドバッテリートレイ

エンジンアンダーカバーフェンダーライナー
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２．環境活動の基本理念

社是　　　　　　　　「　 和　　」

基本理念　　｢人をつくり人をまもる」　　 　　　
　　　　　　　　「対 話 と 参 加」

環境活動　　　　　　　　　　　　　　　　　

　創業者の精神から「モノを大切にする、

　生かす」具現化するため、一つひとつ

　実践する。

　地域社会に融合し、貢献する
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３．モノを大切にする企業理念

創業者の教え（小島プレス工業㈱）
自動車部品受注創業
「プレス端板から、ワッシャー・プレートのプレス加工」

　　　　　　　　　　　　　　　　（１９３８年・昭和１３年）

　

・当社の経営の基本的考え方の柱

　「モノを大切にする、モノの生命を全うせよ」
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４．環境活動の基本指針
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　①　資源・エネルギーの効率的活用によりＣＯ2の削減に努める。　　
（電気・ＬＰＧ・灯油・ガソリン・軽油）

　②　産業廃棄物の低減を通じて環境にやさしい活動を

　　　　すすめる。（埋立て・焼却・廃プラスチック・紙）

　③　水の使用量を削減するため、節水に努める。

　④　環境に配慮した製品開発やモノづくりに努める。　

　⑤　地域社会への貢献活動を積極的に行う。

　⑥　グリーン商品の購入品目の拡大に努める。

　⑦　化学物質の保管量管理をする。

　⑧　環境関係法令遵守ともに及び地域協定・顧客の要請・業界団体　
　　の取り決めを遵守する。

　⑨　この環境方針を全社員に周知させ、環境への意識

　　　高揚を図るとともに環境活動レポートを公表し、

　　　社内外に情報提供をする。

１）環境方針（２０１２年度）



２）環境組織　（環境委員会）
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代表者 石川取締役

環境委員長 浅井部長 　※環境委員長＝環境管理責任者

環境管理者 細野部長

環境 責任部署 責任者氏名 重点管理項目 責任部署 責任者氏名
責任者 総務課 正木課長 ＬＰＧ使用量 総務課 正木課長

水使用量
環境配慮商品調達 工務課 川上課長

業務課 松平次長 コピー使用量 生産１課 鵜飼次長
技術１課 倉岡課長 環境配慮商品開発
技術２課 鈴木課長 ガソリン・軽油使用量
生産２課 鹿山課長 灯油使用量 製造技術課 上萩課長

廃プラ排出量 品質保証課 高木課長
化学物質保管量

製造技術課 上萩課長 電気使用量
品質保証課 兼松次長 焼却ゴミ排出量
工務課 村上主査 古紙排出量

工場
事務局

コピー使用量
古紙排出量

日下係員 日下係員（兼務）

灯油使用量
廃プラ排出量
焼却ゴミ排出量
電気使用量

重点管理項目
ＬＰＧ使用量
水使用量

ガソリン・軽油使用量

中山工場 南工場

統括事務局 田辺主任



３）環境目標
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　１．　二酸化炭素排出量削減　
取組項目
二酸化炭素
(総排出量) 4,688,080kg 4,664,639kg 4,641,199kg 4,617,759kg
購入電力
（総使用量） 9,566,089kwh 9,518,259kwh 9,470,428kwh 9,422,598kwh
ＬＰＧ
（総使用量） 18,270kｇ 18,087kｇ 17,905kｇ 17,722kｇ
ガソリン　
（総使用量） 20,420Ｌ 20,216Ｌ 20,012Ｌ 19,807Ｌ
軽油
（総使用量） 12,066Ｌ 11,945Ｌ 11,825Ｌ 11,704Ｌ
灯油
（総使用量） 14,853Ｌ 14,704Ｌ 14,556Ｌ 14,407Ｌ

取組項目
焼却ゴミ
(総排出量) 810ｋｇ 786ｋｇ 761ｋｇ 737ｋｇ
　　２）リサイクル可能品
取組項目
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
①有償処理 37,671ｋｇ 36,541ｋｇ 35,411ｋｇ 34,281ｋｇ
(総排出量)
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
②有価売却 38,865ｋｇ 38,476ｋｇ 38,088ｋｇ 33,035ｋｇ
(総排出量)
古紙
(総排出量) 10,295ｋｇ 10,192ｋｇ 10,089ｋｇ 9,986ｋｇ

2011年度実績比0.5％減

2011年度実績比１％減 2011年度実績比1.5％減

2011年度実績 2012年度目標

2011年度実績比３％減

2011年度実績比３％減

2011年度実績比３％減

2014年度目標
2011年度実績比1.5％減

2011年度実績比３％減

2013年度目標
2011年度実績比１％減

2011年度実績比１％減

2011年度実績比0.5％減

2014年度目標
2011年度実績比３％減 2011年度実績比６％減 2011年度実績比９％減
2012年度目標 2013年度目標

　２．　産業廃棄物排出量削減

2011年度実績比１％減 2011年度実績比２％減

2011年度実績比２％減

2011年度実績比２％減

2011年度実績比２％減2011年度実績比１％減

2011年度実績比１％減

2011年度実績比３％減

2011年度実績比２％減 2011年度実績比３％減2011年度実績比１％減

2011年度実績比１％減 2011年度実績比２％減

2011年度実績

　　１）リサイクル不可能品
2011年度実績 2012年度目標 2013年度目標

2011年度実績比９％減2011年度実績比６％減2011年度実績比３％減
2014年度目標
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　　３．資源使用量削減
取組項目
水　
(総使用量) 15,308m3 15,155m3 15,002m3 14,849m3
コピー量
(総使用量) 327,868枚 324,589枚 321,311枚 318,032枚

　４．環境配慮商品調達
取組項目
定期購入
消耗品 22品目 23品目 24品目 25品目
(ｱｲﾃﾑ数)

　５．環境商品開発　
取組項目
ﾘｻｲｸﾙ材
新規採用 3品番 4品目 4品目 4品目
(採用品番)

　６．化学物質在庫量管理　
取組項目
離型材
ﾒﾀﾌｫｰﾑ 55本 50本 44本 39本
(在庫数)

　７．環境法遵守
取組項目
地域境界線 朝 ≦５５ｄｂ 朝 ≦５５ｄｂ 朝 ≦５５ｄｂ 朝 ≦５５ｄｂ
騒音値 昼 ≦６０ｄｂ 昼 ≦６０ｄｂ 昼 ≦６０ｄｂ 昼 ≦６０ｄｂ

夕 ≦５５ｄｂ 夕 ≦５５ｄｂ 夕 ≦５５ｄｂ 夕 ≦５５ｄｂ
夜 ≦５０ｄｂ 夜 ≦５０ｄｂ 夜 ≦５０ｄｂ 夜 ≦５０ｄｂ

　８．地域貢献活動　
取組項目
環境美化
活動 224名 238名 238名 238名
(参加人員)

全社員　１回／年実施 全社員　１回／年実施全社員　１回／年実施

2014年度目標県条例基準 2012年度目標 2013年度目標

2011年度実績 2012年度目標 2013年度目標 2014年度目標

2011年度実績比９％増 2011年度実績比13％増

2011年度実績比10％減 2011年度実績比20％減 2011年度実績比30％減

2011年度実績比１％減 2011年度実績比２％減

2013年度目標 2014年度目標
2011年度実績比33％増 2011年度実績比33％増 2011年度実績比33％増

2013年度目標 2014年度目標

2011年度実績比３％減

2011年度実績比４％増

2011年度実績 2012年度目標 2013年度目標 2014年度目標

2011年度実績比２％減 2011年度実績比３％減
2013年度目標 2014年度目標

2011年度実績比１％減
2011年度実績 2012年度目標

2011年度実績 2012年度目標

2011年度実績 2012年度目標



４）活動計画
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№ 取組項目 分類 具体的活動内容 目標 責任部署 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
1 電気 １．工場内エアー・水･油漏れの確認 漏れ０ 環境点検者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

使用量 （１回／月点検→不具合発見時対策） ● ● ● ● ● ● ●
２．創エネ活動 5,000kwｈ 環境改善 ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　(エネルギーを創り出す活動） 分科会 ● ● ● ● ●
３．デマンド管理による使用量監視 １回／日 製造技術課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　 確認 ● ● ● ● ● ● ●
４．主要設備の電気使用量管理 １回／月 環境改善 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

確認 分科会 ● ● ● ● ● ● ●
５．エネルギーロスの解析と改善 10,000kwｈ 環境改善 ○ ○ ○ ○ ○ ○

分科会 ● ● ● ● ●
電気 １．空調フィルターの定期確認 汚れ０ 環境点検者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
LPG （１回／月点検→不具合発見時清掃） ● ● ● ●
使用量 ２．空調運転の制限（室内温度確認） 夏：26℃以上 環境点検者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
削減 （１回／月点検→不具合発見時指導） 冬：18℃以下 ● ● ● ●

３．空調機器の集中制御方法考案 夏：26℃以上 総務課 ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　（温度、運転時間） 冬：18℃以下 ● ● ● ● ●
４．室外機点検、清掃の実施 ２回／年 総務課 ○ ○

清掃実施 ●
ガソリン １．社用車運転記録の確認 社用車 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
軽油 （１回／月点検→不具合発見時指導） １回／月 ● ● ● ● ● ● ●
使用量 ２．社用車の燃費の算出 2010年度比 総務課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
削減 　　　　→エコドライブの推奨 ３％削減 ● ● ● ● ● ● ●

３．エコドライブプロジェクト 100％参加 交通安全 ○ ○ ○ ○ ○
　　（交通安全活動とリンク） 分科会 ● ●

2 廃棄物 １．廃棄物排出量の把握 １回／月確認 環境事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全般 （１回／月実績把握） ● ● ● ● ● ● ●

２．最終処分会社の処理状況確認 １回／年確認 統括事務局 ○
（１回／年進捗状況報告） ●

３．廃棄物分別状況の確認と指導 仕分けミスO 統括事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（１回／月点検→不具合発見時指導） ● ● ● ● ● ● ●
４．リサイクル率向上 仕分けミスO 統括事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　主材料歩留り率向上 ● ● ● ● ● ● ●

廃プラ １．売却廃プラスチックの実績管理 100％実施 業務課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
● ● ● ● ● ● ●

焼却 １．焼却ゴミ削減 2008年度比 環境事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゴミ （１回／週点検→不具合発見時指導） ６％削減 ● ● ● ● ● ● ●
古紙 １．裏紙再利用の状況の確認 異常品０ 環境点検者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１回／月点検→不具合発見時指導） ● ● ● ● ● ● ●
3二酸化炭素 電気 １．工程内不良、パス不良、仕掛り不良 2010年度比 生産１課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廃棄物 廃プラ 　　削減 １０％削減 生産２課 ● ● ● ● ● ● ●

4 水道水 １．使用量の月次管理（市水、井戸水） １回／月 環境事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
削減 （１回／月点検→不具合発見時指導） ● ● ● ● ● ● ●

２．蛇口の使用状況確認 バルブ不具合 環境事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（１回／月点検→不具合発見時指導） 0 ● ● ● ● ● ● ●

コピー １．個人別印刷枚数およびコピー枚数の １回／月 環境事務局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
印刷枚数 　　確認および個別指導 環境責任者 ● ● ● ● ● ● ●

産業
廃棄物
排出量
削減

資源
使用量

二酸化
炭素

調査 効果確認改善

調査 効果確認改善

調査 効果確認改善

調査 改善

調査 改善調査 改善



●天井照明電気量削減

　・工場内の水銀灯を

　　すべて省エネタイプ
蛍光灯に変更

　　　　　↓

　・１４２台分（４９％減）

　　▲６，０８３ｋｗｈ／月

　　　　　

水銀灯
０．３５ｋｗｈ

蛍光灯
０．１８ｋｗｈ

１）電気使用量削減
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　５．環境活動取組事例

　　①照明機器更新による省エネ

●事務所電気量削減

　・事務所蛍光灯を

　　すべて省エネタイプ
蛍光灯に変更

　　　　　↓

　・１７０台分（２０％減）

　　▲４５６ｋｗｈ／月
旧蛍光灯
４０ｗｈ×２

省エネ蛍光灯
３２ｗｈ×２
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①照明機器更新による省エネ

●外周灯電気量削減　

　・工場外灯、駐車場灯

　　をＬＥＤ灯に変更

　　およびタイマー制御

　　　　　↓

　・２０台分（７０％減）

　　▲５０４ｋｗｈ／月

　　　　　

水銀灯
１００ｗｈ

ＬＥＤ灯
３０ｗｈ



●事務所電気量削減　２　

　・不要な場所の蛍光灯を間引き

　　　　↓

　・８１本分（２７％減）　

　　▲３，２４０ｋｗｈ／月

場　　所 現　　状 低減本数 消費電力 低減金額 ＣＯ２削減

（中山工場）

事務所 72 14 560 17,854 420

ロビー 17 5 200 6,376 150

食堂 45 8 320 10,202 240

ホール 22 6 240 7,652 180

設計室 32 10 400 12,753 300

書庫 4 1 40 1,275 30

書庫２ 4 1 40 1,275 30

通路 7 2 80 2,551 60

（南工場）

事務所 20 6 240 7,652 180

事務所前 4 2 80 2,551 60

ロッカー前 8 4 160 5,101 120

展示室 18 6 240 7,652 180

ホール 24 10 400 12,753 300

書庫前 18 4 160 5,101 120

現場中２階下 4 2 80 2,551 60

0 0 0

0 0 0

0 0 0

合　　計 299 81 3,240 103,296 2,430

14/40①照明機器更新による省エネ

●作業場電気量削減　

　・各作業場蛍光灯を

　　ＬＥＤ灯に変更

　　　　　↓

　・１２台分（６０％減）

　　▲１３０ｋｗｈ／月

　　　　　

旧蛍光灯
４０ｗｈ×２

ＬＥＤ灯
１６ｗｈ×２



●油圧成形機電動化

　・成形機の油圧システム
を電動駆動方式

　　（サーボ式）に変更

　　　　↓

　・１１台分（７０％減）

　　▲４９，０００ｋｗｈ／月

●押出機駆動モーター

　インバーター化

　・モーターを直流から

　　インバーター駆動に

　　変更

　　　　↓

　・４台分（１０％削減）

　　▲２０，８４０ｋｗｈ／月

　　

油圧成形機
１９．５ｋｗｈ

電動成形機
４．９ｋｗｈ

　

　②生産設備更新による省エネ

直流モーター
１００ｋｗｈ

インバーターモーター
９０ｋｗｈ（平均）
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●コンプレッサー集中制御

　・５台のコンプレッサーを

　　手動運転から集中制御

　　に変更（１８％削減）

　　　↓

　　▲９，８７０ｋｗｈ／月

●加熱筒保温対策

　・射出機の加熱筒をシリン

　　ダ－カバーで覆った

　　　　　↓

　　１台実施（８％削減）

　　▲５２５ｋｗｈ／月

手動運転
１０８ｋｗｈ

集中制御
８８ｋｗｈ

カバーなし
１２ｋｗｈ

カバーあり
１１ｋｗｈ

16/40
　②生産設備更新による省エネ



　③使用条件変更による省エネ

●温調機タンク設定温度変更

　・金型の必要な水温２０℃に対し

　　タンクの設定温度６℃まで冷却
（メーカー出荷時のまま）

　　　　　↓

　・設定温度１８℃に変更　

　　１２台分（５０％減）

　　　▲１０，７１５ｋｗｈ／月　

　

　　

タンク内温度
設定　６℃

温調機設定
温度　２０℃

２０℃

３０℃

温調機

１８℃

金
型

６℃

●コンプレッサー設定圧変更

　・各設備が必要な０．５Ｍｐａに

　　対し、元圧は０．６５Ｍｐａ

　　　　　　　↓

　・設定０．５８Ｍｐａに変更　

　　５台分（１１％削減）

　　　▲１１，２００ｋｗｈ／月　
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●ノズル、型ヒーターＯＮ時間変更

　・加熱筒（ノズル）と金型の温調

　　ヒーターの予備熱開始時間を

　　４０分～７０分遅くした

　　　　　　　↓

　・成形機１２台分（２５％減）　

　　　▲１，９００ｋｗｈ／月　

　

　　

18/40　③使用条件変更による省エネ



●リフト充電時間削減

　・返却都度の充電から
　　１日終了後に充電に

　　変更（過充電防止）

　　　　　　↓

　　３台分（２０％減）　

　　▲１８０ｋｗｈ／月

●休日電源設定時間変更

　・毎週月曜日、朝５時に

　　入っていた休日電源を

　　すべて６時に変更

　　　↓

　　待機電力（３０％減）

　　▲２４０ｋｗｈ／月

19/40
　③使用条件変更による省エネ



　④冷暖房省エネ活動

●空調機器循環扇取り付け

　　　　

　

●遮光フィルム貼付

　　　　

　

日射吸収率２７％

●グリーンカーテン　　　　

　

20/40

　



●雨水屋根散水活用

　　　　

　

21/40

　

項　目 間所（℃） 屋根下温度 作業域気温

測定位置 手洗場 屋根下温度 作業域気温 屋根下温度 作業域気温 温度差 温度差
ポイント A B C D E B-D C-E
8:00 28.0 35.0 29.4 39.7 32.5 -4.7 -3.1
9:00 30.0 40.2 31.0 49.9 33.0 -9.7 -2.0
10:00 31.0 40.2 32.5 50.0 33.2 -9.8 -0.7
11:00 32.5 44.0 33.4 51.0 33.6 -7.0 -0.2
12:00 33.5 36.8 33.7 41.3 33.8 -4.5 -0.1
13:00 34.0 37.8 33.7 46.2 34.0 -8.4 -0.3
14:00 34.5 38.0 34.0 47.0 34.2 -9.0 -0.2
15:00 35.0 41.0 34.2 47.3 34.3 -6.3 -0.1
16:00 35.5 36.6 33.7 43.2 33.9 -6.6 -0.2
17:00 35.3 34.9 33.0 39.3 33.6 -4.4 -0.6
平　均 32.9 38.5 32.9 45.5 33.6 -7.0 -0.7

シート有（℃） シート無（℃）

●屋根遮熱シート取り付け

　　　　

　

　④冷暖房省エネ活動

遊休地下タンク



●冬季シートカーテン

　　　　

　

●自動シャッター半開制御

　　　　

　

●工場内ミスト（水道水）

　　　　

　

　④冷暖房省エネ活動 22/40

　
●空調室外機ミスト冷却（循環水）

　　　　

　



●リフトレスによる集荷作業
　　　　

　

　⑤その他の省エネ活動

●省エネ診断

　　（省エネルギーセンター）　　　
　

　

●飲物ディスペンサー化

　　（自動販売機撤去）　　　　
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●生産設備電力監視システム　　　　

　

・主要な生産設備の電力を、　①今現在　②時間単位　③一日単位
④月単位で把握できるようにし、異常がないか定期的に監視。
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　⑤その他の省エネ活動

射出成形　６５０ｔ　電力量推移
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●社用車燃費管理

　・（社）日本自動車連盟が主催する「ＲｅＣｏｏ」に社用車１８台を登録、
各ドライバーにはエコドライブ１０ケ条を推奨しながら、

　　個人車も含めて燃費を向上させる活動を展開

２）ガソリン・軽油使用量削減
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燃費計測機

社用車燃費実績一覧表

個人車燃費目標一覧表

個人車両　燃費

8

10

12

14

16

18

20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

燃費　L/㎞

松平課長

本村

菅原

平松

清水



●アイドリンクストップ活動

　・トラック運転手に

　　アイドリンクストップ、

　　タイヤ（輪止め・空気

　　圧）、油モレの確認を

　　定期的に呼びかけ　　

　

８．６㎥ １８．９㎥

26/40

　

　　
　

　●トラック積載率改善

　　　・納入トラックの

　　　　荷量を見直し車数

　　　　２台削減
　　　↓
　・２台分　

　　　　▲７６０ℓ／月

２）ガソリン・軽油使用量削減



３）産業廃棄物の低減

●リサイクルバンパー材の活用

　　・市場で回収された修理交換済バンパーを粉砕し、再生材として利用

　　　→　新材　９０ｔ／月 に対し　再生材３０ｔ／月 (全体の２５％）
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バンパー 粉砕 粉砕材

●スプールランナー（樹脂カス）の再利用

　　・廃プラとして処分

　　していたスプールを

　　社内粉砕にて再利用

　▲２ｔ／月　

　　　　　↓

現在は成形時の

スプールレスに挑戦中

社内粉砕スプールランナー



３）産業廃棄物の低減

●工程内不良低減活動

　
・廃棄物の発生源である不良廃却

　に対し、重点管理部品を決めて

　原因究明→対策→削減する

　活動を展開している

　

〈取組んだ理由〉 〈対策〉

２Ａ-1工程にビス締めロボットを 対策①

導入してから、ビスキズが ガイドの先端の厚みを0.75ｍｍから0.5ｍｍに削り、

多発していて、半年以上も ガイドをワークの奥まで届くように設定した。

工程内不良ワースト１の工程になっていた。

〈工程内不良〉

対策②

ビス締め機には0.4MPaのエアーが供給されて

いたが、途中でクランプ用エアーを分岐し、

〈不具合原因〉 クランプに0.6MＰaのエアーを供給するようにした。

原因①　ワークとガイドの

クリアランスが少ないので、

ビスを奥までガイドできず

ビス転びが発生している。

原因②　ワークを押さえる

クランプの力が弱く、

ワークを毎回定位置で

ビス締めできない。

現地現物で作業中のワークの動きをよく観察

してみると、ワークの硬さが一定でない為に

毎回ワークのセット完了位置にバラツキが合った。

ｍｍ単位でのバラツキをスケールやビデオを使って

データ取りをした事が私たちの意識と経験の

向上になりました。

改善のポイント 効果

改善事例 作成日　

会社・部署名： プラマック㈱第２製造部生産２課３係　＜ﾃｰﾏ：　ビスキズ不良”０” ＞

改善前 改善後

2008年1月の工程内不良実績
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99%

0
50
100
150
200
250
300

ビスキズ 当てキズ 裏返りキズ 重なりキズ

0

20

40

60

80

100
（個） （％）

Ｎ＝３２４

クランプ用
０．６MPa

ロボット用
０．４MPa

120Lビスキズ不良率推移表
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２０１０年　工程内不良PPM
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●廃プラスチックの分解

　・構成品付の製品は

　　「粉砕可能部」と

　　「粉砕不可能部」に

　　分けて処理している

　　　▲３０ｋｇ／月　　

　

●作業用手袋再利用

　・作業用手袋は洗濯後
使用目的に応じ

　　５種類に分け再利用
している　　　

　　　▲２５０双／月

　　　　（新品購入量）

　

粉砕不可能部

粉砕可能部

３）産業廃棄物の低減
29/40

　



●ダンボール廃棄量削減

　・納入される箱

　　（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ）が中身に

　　対して大きすぎるため、
仕入先に交渉して

　　１／３の大きさに変更

●通箱のＴＰ箱化

　・納入される箱

　（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ）の開封に

　　手間がかかりゴミも

　　大量に出るので

　　仕入先に交渉して

　　ポリ箱に変更

３８ｃｍ

古紙の廃却　▲５，２００ｋｇ／月

古紙の廃却　▲８００ｋｇ／月

１１１ｃｍ

３）産業廃棄物の低減
30/40

　



●埋立てゴミの廃止

　・埋立てゴミの中身を

　　見てみると、分別さえ

　　すればリサイクル品

　　目になるものばかり
だったので、

　　２００９年２月より

　　埋め立てゴミ「０」

　

●最終処分地確認

　・年１回廃棄物の
　　適正に処置

　　されているか

　　現地確認を実施　

　　　（全８社）　　

　

ポリホース

油付き

ウエス

アクリル板

Ｖベルト

包装プラ

繊維くず

硬質プラ

廃ゴム

３）産業廃棄物の低減
31/40

　



好きなメニューを予約 必要な分だけ取る 自分の食器は洗う

●ポリペール（荷づくり用ヒモ）再利用

　

　

３）産業廃棄物の低減

●昼食前日予約制　→　残食ゼロ
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３）産業廃棄物の低減

●廃棄物排出量管理

　・毎月廃棄物の実績を種類ごとに数値管理し、増加もしくは
　　減少しない品目について各責任者が原因を究明し対策を実施
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廃プラスチック実績
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印刷枚数月別推移４月～
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①

②

③

●印刷枚数の個人管理

　　①目標設定

　　②実績の記録

　　③実績の評価

　　　各部署で使用枚数の

　　　ＰＤＣＡを回している

４）印刷枚数・コピーの削減



５）地域・社員への騒音対策

　●ﾓｰﾀｰに防音材　　　　●冷却塔に防音壁　　　●粉砕機に防音カバー

　●外周段差を切削　　　●鉄パレに緩衝材　　　●振動吸収装置取付

９５ｄｂ→８５ｄｂ ８０ｄｂ→６４ｄｂ ９６ｄｂ→８８ｄｂ

８４ｄｂ→７５ｄｂ ７９ｄｂ→７３ｄｂ ８６ｄｂ→６０ｄｂ
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７）環境方針普及活動

●環境社員教育　　　　　　　　　　　●安全環境委員会

36/40

　

毎月実施年３回実施

６）環境維持管理活動

●環境定期点検　（１回／月）



　８）環境活動ＰＲ

●工場見学会実施
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●豊田市ホームページ紹介

●豊田市政番組放映

●環境ビジネス掲載
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　６．環境活動の成果
１）ＣＯ２排出量　（２００６年度～２０１１年度）

年度 対象 総排出量 生産数(千個） 排出量／生産数
2006年度 2006.4～2007.3 5,657,331 9,052 625
2007年度 2007.4～2008.3 5,749,058 9,656 595
2008年度 2008.4～2009.3 4,542,045 7,736 587
2009年度 2009.4～2010.3 5,071,118 8,978 565
2010年度 2010.4～2011.3 4,490,349 7,773 578
2011年度 2011.4～2012.3 4,689,201 8,154 575

２０１１年度実績　(２００６年度比較)

総排出量 -20.6%
排出量/生産数 -8.7%
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　２）電気購入量　（２００６年度～２０１１年度）

年度 対象 総排出量 生産数(千個） 排出量／生産数
2006年度 2006.4～2007.3 11,478,288 9,052 1,268
2007年度 2007.4～2008.3 11,823,472 9,656 1,224
2008年度 2008.4～2009.3 9,379,512 7,736 1,212
2009年度 2009.4～2010.3 10,606,056 8,978 1,181
2010年度 2010.4～2011.3 9,184,656 7,773 1,182
2011年度 2011.4～2012.3 9,614,160 8,154 1,179

２０１１年度実績　(２００６年度比較)

総排出量 -19.4%
排出量/生産数 -7.5%
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３）廃棄物排出量　（２００６年度～２０１１年度）

以　上
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年度 対象 総排出量 生産数(千個） 排出量／生産数
2006年度 2006.4～2007.3 175,100 9,052 19
2007年度 2007.4～2008.3 100,718 9,656 10
2008年度 2008.4～2009.3 98,352 7,536 13
2009年度 2009.4～2010.3 80,268 8,978 9
2010年度 2010.4～2011.3 59,347 7,773 8
2011年度 2011.4～2012.3 58,755 8,154 7

２０１１年度実績　(２００６年度比較)

総排出量 -198.0%
排出量/生産数 -168.5%
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